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第一回「渋谷区小中一貫教育校（猿楽小学校・鉢山中学校）
建て替え準備委員会」を実施しました

渋谷区では渋谷区『新しい学校づくり』整備方針に基づき、老朽化した校舎及び体育館等の建て替えを
進めています。渋谷区立猿楽小学校と鉢山中学校は、学校の建て替えを機に、鉢山中学校敷地にて小中
一貫教育校の設置を予定しています。
建て替えにあたっては、「新しい学びの空間」の実現を目指して、小中一貫教育校として相応しい学校
環境の整備を行います。建て替え後の新しい学校や移転中の学校運用等について、関係者の皆様に情報
共有をするとともに、意見交換を行うため、学校やPTA・地域団体等の代表の皆様で構成された「渋谷
区小中一貫教育校（猿楽小学校・鉢山中学校）建て替え準備委員会」を設置しました。
今後も、皆様と情報共有・意見交換を重ねながら、新しい学校づくりを進めていきます。
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整備方針の説明資料

敷地周辺環境の分析資料 敷地の都市計画に関する主要な法規制

R6.10.22 第一回委員会 議題

①委員会設置・会議の運営について

②渋谷区『新しい学校づくり』
整備方針の概要

③建て替え準備委員会スケジュール
について

④小中一貫教育校建て替えの概要

⑤既存施設と法的規制について

⑥意見交換

委員会設置・会議の運営について

・目的：幅広い意見を募るため

・組織：学校長、PTA代表、地域代表、

渋谷区教育委員会事務局

ほか

・開催頻度：２か月に１回程度

渋谷区では建て替え準備委員会にて頂いた意見を整理するとともに、ニュースレターを通じて進捗に関する情報発信とご
意見をいただく機会を作ってまいります。これからも引き続き、より良い小中一貫教育校を目指して委員会を開催してい
きますので、今後とも宜しくお願いいたします。

渋谷区『新しい学校づくり』整備方針の概要について

“ちがいをちからに変える”こ
とができる次世代人材を育む
渋谷をテーマに、シブヤモデ
ル『未来の学校』の創造を目
的として、2022年5月に、具
体的なイメージや整備水準、
ロードマップなどを整備方針
としてまとめています。

出展：整備方針にあるイメージ図

整備方針の内容
（区ホームページ）

一足制について



渋谷区小中一貫教育校（猿楽小学校・鉢山中学校）建て替え準備委員会 第一回 主なQ & A

ご質問 ご回答

仮
設
校
舎

青山キャンパスに校庭はありますか。運動会
や部活動はどのように行うのでしょうか。

敷地内に校庭を整備します。運動会会場は、近隣の学校の校庭も含め
て検討しています。部活動は、区立中学校全体で渋谷区スポーツ協会
と連携しながら活動を行います。

小
中
一
貫
教
育
校
建
て
替
え

鶯谷地区側の擁壁に関して、構造面を気にし
ています。

安全面に対して調査をしています。現在分かっているものについては、
建て替え準備委員会の中でもご説明できると考えています。

小中一貫教育校になること、鉢山中学校敷地
とすることは決定事項でしょうか。

猿楽小学校を周辺校の仮設校舎として活用することを含め、この方向
で進めていきます。小中一貫教育校は地域バランスを踏まえて配置を
予定しています。鉢山中学校敷地は猿楽小学校敷地より敷地面積が大
きいことから選択しています。

近隣住民の学校への避難を考え、敷地北側か
らも出入りできると良いと思います。

既存擁壁の取り扱いも含めて、今後議論していきたいと考えています。

地域の倉庫や防災用の倉庫は用意してほしい
です。

地域・防災用の倉庫の設置について計画をします。

猿楽小と鉢山中の両方の敷地を使用した、施
設分離型の小中一貫教育校の検討はしたので
しょうか。校庭面積が狭くなることを懸念し
ています。屋上なども活用して外で遊べる場
を設けてほしいです。

基本的には鉢山中学校敷地で収まる試算をしています。離れた敷地の
小中一貫教育校の事例はありますが、連続性を考えると１つの場所で
学校運営ができる方が良いと考えています。
子どもたちの運動場所の確保は重要なことであると認識しているので、
どこまで可能かは今後も検討をしていきます。

避難所として活用するのであれば、夜間照明
をつけたほうが良いと思います。

今後検討していきます。

解体工事は令和10年からですが、それまでは
グラウンドの地域利用は可能ですか。

解体工事が始まるまでは地域利用ができるように計画します。

ハザードマップを見ると浸水地域になってお
り、浸水によって避難所が開かない場合があ
るとされています。新しい校舎ができた際は
解消されますか。

ハザードマップは変わりません。設計時に、浸水しない工夫を建物側
で検討していく必要があります。

新しい学校ができるのは10年後になりますが、
これから学齢期を迎える区民に対して、広く
広報できているのか不安に思っています。

建て替え整備方針は区のHPで公開していますが、より十分な周知とな
るよう、周知の方法も考えていきます。

一
足
制

一足制は、猿楽小でも採用されていた時期が
ありましたが、保護者や生活科委員から反対、
望ましくないと意見がありました。課題があ
ることも考えながら検討いただきたいです。

懸念点も含め、引き続き検討していきます。

広尾中など他新設校も一足制でしょうか。
広尾中や松濤中、代々木中、神南小に関しても、一足制を予定してい
ます。他区でも一足制が増えており、地域開放や活動の場が広がって
います。

建て替え準備委員会にて頂いたご意見に関しては、今後もQ＆Aという形でご回答をしてまいります。
貴重な多くのご意見をもとに、より良い学校になれるように検討を進めてまいりますので、今後とも宜しくお願いいたします。
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